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（第３号様式） 

会 議 要 旨 

会 議 名 令和７年度第２回館山市総合計画審議会 

開 催 日 令和７年８月５日（火） 15：00～16：30 

開 催 場 所 千葉県南総文化ホール 大会議室 

出 席 者 館山市総合計画審議会委員 19名 

館山市：副市長・教育長 

総合政策部長・総務部長・市民生活部長・健康福祉部長・経済観光部長・建設環境部

長・教育部長・企画課長・企画課副課長 

事務局（企画課２名） 

計画策定支援委託事業者：ジャパンインターナショナル総合研究所（２名） 

公開・非公開の別  公開 

非公開の場合の理由  ― 

傍 聴 者  ０名 

会議概要・結果等 １．デジタル田園都市国家構想交付金効果検証について 

事務局からデジタル田園都市国家構想交付金事業に係る効果検証について説明。 

⇒ 質疑なし。 

 

２．『第５次館山市総合計画「序論」「基本構想」』最終案について 

 事務局から「序論」「基本構想」最終案について説明。 

（質疑） 

・「ＤＭＯ（観光地域づくり法人）」という文言を計画内に入れるべきではないか。 

⇒ （資料3-2 P.22）基本計画のほうには同様の文言がある。「ＤＭＯ」と記載するか

は観光庁の規定を確認して対応したい。 

 

３．『第５次館山市総合計画「前期基本計画」』について 

①前期基本計画（素案）に係る総合計画審議会委員の意見について 

事務局から意見に対する回答と「前期基本計画」原案について説明。 

（質疑） 

・（資料3-2 P.8）リーディングプロジェクトの数値目標が基本構想の基本目標とつなが

っていないのではないか。 

⇒ 基本構想は10年後の目標で、リーディングプロジェクトは５年後を目標にしている

前期基本計画の施策の中から重点的に取り組んでいくものを設定したものになる。 

・各課の施策を抜き出すのではなく、分野を横断した目標・指標として捉えられるよう

な指標を設定してはどうか。 

⇒ 改めて検討して審議会に諮る。 

・（資料3-6）主観指標について、具体的な目標の数値は設定しないのか。 

⇒ 改めて検討する。 

 

②地域別構想（骨子案）について 

事務局から地域別構想骨子案について説明。 
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（質疑） 

・どこかで地域の意見を聞く機会を設けてはどうか。 

⇒ 検討する。 

・後期基本計画に向けた見直しは予定しているか。 

⇒ 策定する際に前期の検証を行う。 

・地域別構想と都市計画マスタープランの兼ね合いについてはどうか。 

⇒ 担当課との調整を通じて整合を図っている。 

・資源が少ないにもかかわらず、総花的な政策をやっていては資源の集中化が図れず、

成果を上げることはできない。市長の主導の下、何か重点的に取り組む施策を決めて

ほしい。 

⇒ 議長から「意見を踏まえるように」との指示。 

 

４．『第５次館山市総合計画「実施計画」』について 

事務局から実施計画について説明。 

（質疑） 

・前回時は事業数があまりに多いということになったが、今回はどうか。また、効果の

なかったものは廃止するのか。 

⇒ 適宜実施計画に掲載する事業の加除、事業内容の見直しを行う。 

・（資料5-1）資料としては情報が少なく、審議会でＰＤＣＡを回すにあたっては不足し

ているのではないか。予算編成資料を公開することを検討してほしい。 

・予算の確保のために、全ての事業を記載してほしい。 

⇒ 議長から「意見を踏まえるように」との指示。 

 


